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西
か
ら
東
へ

（
そ
の
三
）

水
野
千
里

　
　
第
E
百
　
三
月
二
十
八
日
　
快
晴

　
　
　
京
都
、
奈
良
間
往
復

一
、
汽
車
よ
り
凄
い
電
報
。
午
前
入
獄
頃
玄
關
で
電

　
報
亡
い
ふ
聲
が
し
六
。
こ
れ
口
昨
朝
鳥
取
出
獲
前

　
に
同
地
か
ら
打
電
し
た
も
の
だ
Q
そ
れ
の
に
今
朝

　
ヤ
ツ
ト
着
い
距
の
で
あ
る
Q
語
れ
穴
理
由
ば
昨
朝

　
一
旦
配
蓮
に
來
六
が
留
守
で
あ
っ
れ
か
ら
持
録
へ

　
ら
れ
緊
の
だ
亡
Q
理
由
ば
そ
れ
ε
し
て
続
航
迄
持

歯
す
ミ
ば
規
則
か
匡
知
ら
ぬ
が
、
電
報
も
呑
氣
な

　
ε
こ
ろ
が
あ
る
も
の
だ
Q

二
、
上
田
助
教
授
Q
吉
田
、
田
申
里
の
前
の
上
田
助

　
教
授
の
御
宅
に
疹
り
用
談
遊
覧
ぜ
、
同
駕
し
て
京

　
都
天
丈
墓
に
出
掛
け
糞
。

三
、
東
洋
一
の
天
丈
盗
。
新
ら
し
く
出
言
上
つ
れ
ド

　
ー
ム
に
直
裡
三
十
尺
あ
っ
て
、
二
十
吋
の
望
遽
鏡

　
か
据
付
け
ら
れ
る
豫
定
で
あ
っ
六
が
、
都
合
に
よ

　
つ
て
そ
の
編
綴
鏡
が
購
入
ざ
れ
な
い
こ
ピ
に
な
つ

　
穴
が
、
幸
ひ
英
吉
利
で
十
三
吋
の
反
射
望
蓮
鏡
々

　
山
本
教
授
の
御
斡
旋
で
買
入
れ
ら
れ
る
こ
ぜ
に

　
な
っ
て
、
近
々
雌
ド
ー
ム
に
蓮
ば
れ
臼
本
山
の
望

　
髄
脳
ミ
し
て
活
動
す
る
日
が
近
い
亡
ば
喜
ば
し
い

　
・
、
ビ
で
あ
る
O
こ
の
ド
ー
ム
か
ら
い
へ
げ
h
反
血
射
望

　
蓮
鏡
な
ら
ば
四
十
旺
町
位
の
も
の
を
髄
伽
へ
附
け
な
く

　
て
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
。
近
來
望
遠
鏡
の
口
裡

　
も
メ
ー
ト
ツ
法
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
て
居
る
さ
う
だ

四
、
奈
良
線
の
奇
遇
。
午
前
十
一
時
二
十
三
分
京
都

　
獲
、
午
後
○
時
五
十
九
分
奈
良
着
の
列
車
に
乗
込

　
ん
だ
ビ
き
に
、
余
の
隣
り
に
座
た
占
め
恥
、
、
紳
士

　
ぜ
話
た
始
め
れ
定
こ
ろ
、
九
州
か
ら
由
陰
線
為
経

　
て
、
奈
良
見
物
に
行
く
ミ
こ
ろ
ε
の
こ
定
。
九
州

　
ぽ
μ
何
虚
か
亡
母
れ
カ
ら
馬
大
牟
田
定
の
嬉
只
へ
、
憶
同

地
に
九
州
支
蔀
の
所
在
地
で
、
古
賀
私
熱
澗
の
居

　
ら
お
」
ε
こ
ろ
な
の
で
、
そ
の
事
か
話
す
ぜ
同
氏

　
な
知
っ
て
居
る
、
「
天
界
」
な
盗
ん
で
居
ら
れ
ろ
ミ

　
に
。
早
速
古
賀
氏
へ
書
傳
か
依
頼
し
カ
Q
紳
士
姓

　
ば
坂
梨
、
名
ば
専
一
。
大
牟
田
市
出
雲
万
博
五
の

　
人
で
あ
っ
六
〇

五
、
奈
良
常
識
師
西
田
敏
授
。
西
田
教
授
桟
地
理
科

　
担
任
で
日
本
天
文
學
叢
々
員
で
あ
る
。
誤
想
で
申

等
學
校
に
於
い
て
等
等
事
項
ば
謬
論
教
授
す
る
の

　
が
適
當
で
あ
ら
う
か
ビ
御
意
見
た
伺
つ
緊
。
地
理

學
通
論
で
星
界
か
ら
始
め
る
も
の
難
論
界
か
ら

　
始
め
う
も
の
ミ
あ
る
が
。
一
ケ
年
間
に
終
る
の
で

　
あ
ろ
か
ら
、
詣
り
甲
乙
に
あ
ろ
ま
い
ぜ
の
こ
ビ
で

　
あ
っ
六
〇
星
界
奄
自
然
蜘
『
理
の
口
取
後
に
歌
へ
る
の

　
ば
六
か
敷
か
ら
だ
ビ
い
ふ
人
が
あ
ろ
Q
さ
う
か
亡

　
関
心
へ
固
μ
ロ
最
初
に
地
球
の
噛
遇
化
か
ら
浮
く
方
が
F
よ
い

　
か
ら
星
界
だ
開
｝
甥
第
一
に
9
教
ふ
べ
き
だ
孟
の
二
説

　
が
あ
る
の
で
あ
る
。

山ハ

n
若
曹
早
山
上
の
眺
望
Q
｛
余
肖
隅
の
地
た
踏
ん
だ
の
に

　
明
治
三
十
一
年
虐
大
正
十
二
年
ミ
で
あ
ろ
。
大
正

　
十
二
年
に
ば
女
高
師
に
西
田
教
授
奄
訪
つ
れ
糞
丈

　
け
で
行
先
・
き
為
急
い
だ
の
で
見
物
為
し
な
か
つ
負

　
今
度
ほ
時
間
に
絵
裕
が
あ
ろ
の
で
、
市
中
な
「
通

　
り
見
物
ず
る
こ
ミ
に
し
て
、
正
倉
院
、
東
大
寺
、

　
二
月
堂
、
三
月
堂
、
春
日
脚
批
、
南
圓
堂
、
猿
澤

　
の
池
な
ご
に
一
」
千
齢
年
の
昔
た
偲
ん
だ
。
若
草
山

　
上
に
登
り
奈
良
亭
野
を
】
眸
の
下
に
集
め
、
ア
イ

　
ス
〃
リ
ー
ム
に
渇
た
磨
し
表
定
音
に
、
此
庭
に
も

　
一
ケ
小
天
丈
壷
な
設
け
染
な
ら
ば
よ
い
に
ミ
思
つ

　
れ
。

七
、
山
本
…
教
授
の
家
庭
。
御
宅
ば
岡
崎
、
西
鵬
の

　
川
一
の
三
六
、
教
授
ば
御
承
知
の
京
大
出
男
の

　
理
學
黒
鍵
糠
ば
高
女
高
等
科
の
御
出
勇
ε
聞
い
て

　
居
ろ
。
御
夫
婦
連
れ
で
欧
来
を
御
漫
遊
に
な
つ
六

　
こ
定
ば
、
長
者
諸
君
の
先
灘
御
承
知
の
事
O
そ
の

　
間
に
御
子
息
、
進
さ
ん
、
修
さ
ん
の
御
雨
人
に

　
敏
授
の
御
爾
親
の
評
で
暮
さ
れ
六
の
で
あ
る
。
亡

　
こ
ろ
が
昨
日
か
ら
こ
の
新
し
い
佳
居
で
親
子
四
人

　
の
方
々
が
、
再
び
團
樂
の
樂
み
准
得
ら
れ
れ
の
で

　
あ
る
か
ら
、
御
子
息
蓮
の
御
喜
び
は
一
方
で
な
い

　
の
で
あ
ろ
。
余
が
奈
良
か
ら
曇
る
ミ
尋
常
三
年
生

　
の
修
さ
ん
が
活
動
爲
眞
々
々
々
妻
定
い
っ
て
居
ら

　
れ
る
。
畢
常
五
年
生
の
進
さ
ん
も
ニ
コ
ー
で
活

　
雲
斎
眞
為
待
っ
て
居
ら
れ
る
。
余
ば
侮
虚
で
活
動

　
前
門
が
開
か
れ
て
居
ろ
の
か
な
言
思
っ
て
居
力
ら

　
害
し
い
夕
食
後
に
家
庭
用
活
動
爲
眞
機
が
庵
敷
に

　
運
ば
れ
、
チ
ャ
プ
リ
ン
君
の
滑
稽
、
那
翁
戴
冠
式

　
等
次
か
ら
結
入
へ
ぜ
現
ば
六
↓
八
喝
釆
の
一
壷
に
閉
會
【
さ

　
れ
糞
。
今
夜
も
天
丈
墓
に
燃
油
に
定
款
っ
て
居
六

　
が
生
檜
雲
が
厚
い
の
で
よ
し
て
、
又
々
族
行
談
潜

　
承
つ
れ
。

　
　
第
照
日
三
月
ご
十
九
日
曇
、
雨

　
　
　
京
都
か
ら
輻
知
山
へ

一
、
大
事
件
。
朝
食
の
際
先
生
が
大
事
件
が
あ
ろ
ビ

　
串
さ
れ
象
の
で
、
大
阪
無
日
南
聞
香
見
る
定
昨
日

輔
三
二
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東
京
天
丈
蔓
長
が
、
東
宮
、
同
妃
爾
殿
下
に
天
丈

　
學
に
つ
い
て
輪
講
さ
れ
象
報
逆
が
揚
載
さ
れ
て
あ

　
つ
表
。
東
宮
殿
下
に
ば
先
年
御
渡
英
の
際
に
わ
ざ

　
ー
グ
リ
ニ
ツ
チ
天
丈
壷
に
浮
島
賞
誉
め
ら
れ
衷

　
こ
電
な
拝
聞
し
て
居
れ
。
同
殿
下
の
各
種
の
方
面

　
に
御
造
詣
の
深
き
誠
に
有
難
い
事
で
、
本
邦
天
丈

　
學
更
上
に
特
筆
す
べ
音
大
事
件
で
あ
ろ
。

ご
、
創
造
薩
書
店
。
同
店
ば
一
昨
年
丸
太
町
通
り
に

　
開
業
ぜ
し
も
の
、
店
主
に
余
の
教
へ
子
の
｝
人
で

　
あ
ろ
の
で
、
立
寄
つ
六
ら
三
宅
博
士
の
「
宇
宙
」
が

　
あ
っ
六
の
で
早
速
買
求
め
雲
。
同
書
ば
三
千
部
た

　
点
り
出
さ
れ
て
か
ら
、
著
者
が
重
版
た
好
ま
れ
ぬ

　
の
で
紹
版
虐
な
っ
て
居
う
が
、
よ
い
本
で
あ
ろ
か

　
ら
豫
て
手
に
入
れ
度
い
」
ぜ
思
っ
て
居
れ
書
こ
ろ
計

　
ら
す
も
敏
へ
子
の
手
か
ら
余
が
机
上
に
…
…
…
…

三
・
汽
車
賃
の
勘
定
・
ご
條
騨
で
播
丹
鐵
道
経
由
岡

　
山
騨
迄
の
切
荷
た
買
つ
☆
が
、
汽
車
賃
が
高
い
様

　
な
の
で
、
汽
車
中
で
哩
数
准
出
し
て
計
算
し
れ
定

　
こ
ろ
こ
う
し
て
も
鵬
に
落
ち
ぬ
ミ
こ
ろ
が
あ
る
Q

四
、
汽
車
賃
に
異
議
が
あ
ろ
。
帽
知
山
羅
で
汽
車
賃

　
の
こ
ビ
に
つ
い
て
助
役
に
話
し
＃
ら
、
京
都
、
谷

　
川
間
、
谷
川
、
加
古
川
間
、
加
古
川
、
岡
山
間
オ

　
三
段
に
分
ち
て
計
算
す
る
こ
亡
、
谷
川
、
加
古
川

間
に
私
設
書
紀
で
一
瞥
の
賃
金
か
五
銭
試
厘
な
る

　
こ
ミ
。
京
都
、
谷
川
間
、
加
吉
川
、
岡
山
間
の
賃

　
金
に
刷
々
電
な
っ
て
涯
減
法
に
よ
ら
な
い
こ
霊
等

　
が
判
明
し
乗
の
で
、
二
型
騨
の
計
算
が
至
當
で
あ

　
る
こ
亡
が
判
つ
公
。

　
汽
車
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
、
或
ろ
物
た
知
る
こ

　
亡
が
田
埋
れ
。

ゴ』

A
　
田
心
意
深
い
［
潮
脚
知
山
。
　
下
潮
知
山
に
ド
最
初
に
「
足
た
踏

　
込
ん
だ
の
に
去
明
治
三
十
二
年
十
一
月
で
、
神
崎

　
か
ら
汽
車
で
、
將
來
の
將
軍
為
夢
み
つ
」
、
歩
兵

　
第
二
十
聯
隊
に
第
十
三
期
士
官
候
補
生
r
將
校
の

　
卵
子
ビ
し
て
入
隊
し
、
一
ヶ
年
有
絵
た
過
し
雲
が

　
不
幸
其
の
実
弾
得
す
し
て
去
つ
象
亡
こ
ろ
で
あ
る

　
其
の
後
歌
三
回
こ
の
地
に
來
糞
こ
亡
が
あ
ろ
が
、

　
同
期
生
土
屋
申
佐
が
…
聞
知
山
聯
隊
匠
司
令
部
に
勤

務
さ
れ
て
居
る
の
で
久
丸
に
道
学
し
て
昔
語
リ
な

す
る
爲
め
に
來
力
の
で
あ
る
。
夜
分
に
令
嬢
令
息

　
等
定
一
所
に
廣
小
路
の
常
設
活
動
爲
眞
三
見
物
し

夜
更
く
る
迄
話
し
に
轟
ぎ
な
か
つ
歪
。
雲
間
に
時

　
々
星
か
淋
し
い
光
り
た
投
げ
て
居
れ
。

　
　
第
雪
日
　
三
月
三
十
日
　
雨
、
後
ち
晴

　
　
　
福
知
山
か
ら
岡
山
に
蹄
つ
索

一
、
爾
知
山
線
。
午
前
九
時
十
一
分
輻
知
山
獲
、
同

　
十
時
十
入
費
谷
川
着
下
車
Q
汽
車
中
で
從
業
員
か

　
ら
タ
プ
ソ
ソ
ト
、
ツ
ユ
ギ
1
、
キ
ャ
リ
ヤ
、
受
咀
ハ

　
機
な
ご
の
読
明
為
購
き
、
急
傾
斜
の
ミ
こ
ろ
に
四

　
十
分
の
一
位
の
虐
こ
ろ
も
あ
る
ε
か
、
．
日
本
の
汽

　
車
に
ゅ
μ
ラ
ヂ
ナ
を
備
へ
る
の
に
不
足
伽
だ
｝
ビ
い
ふ
様

　
な
話
も
賑
い
九
〇
こ
の
線
路
に
大
阪
か
ら
舞
鶴
迄

　
の
躁
定
で
、
最
初
阪
鶴
線
ミ
い
っ
て
、
淋
崎
か
ら

　
幅
知
山
陰
開
通
さ
れ
て
居
れ
定
き
に
乗
っ
た
こ
ご

　
が
あ
ろ
。
其
の
時
分
に
に
山
陰
線
が
未
だ
な
か
つ

　
表
）

ご
、
行
李
弊
當
に
梅
干
。
午
前
十
一
時
十
七
分
谷
川

　
獲
の
播
丹
鐵
撹
に
乗
っ
て
、
午
後
一
時
三
十
一
分

　
に
加
古
川
騨
に
つ
い
六
〇
谷
川
か
ら
鴬
合
に
な
つ

　
六
地
方
の
人
々
が
柳
行
李
為
開
い
て
辮
賢
聖
食
べ

三
四

　
始
め
穴
。

　
辮
當
の
副
食
物
に
梅
干
で
如
何
に
も
山
間
の
氣
持

　
ち
が
し
糞
が
、
魔
法
罎
か
ら
暖
か
ら
酒
が
出
ろ
、

　
相
互
の
話
に
東
京
辮
で
あ
ろ
の
匡
異
な
感
じ
が
し

　
れ
。

一二

A
播
丹
鐵
道
ぜ
響
動
演
習
。
虫
明
冶
三
十
三
年
の

機
動
演
習
の
際
に
頑
知
山
歩
兵
第
二
＋
聯
隊
に
、

　
加
古
川
に
滑
ふ
て
、
姫
路
に
出
で
岡
山
窺
に
第
一

　
種
演
習
善
行
ひ
、
岡
山
か
ら
津
山
附
近
で
、
第
二

　
種
演
習
た
す
ま
し
播
磨
な
横
切
っ
て
認
知
山
に
麟

　
諾
し
穴
こ
書
が
あ
る
そ
の
時
に
通
つ
歪
加
宵
川
流

　
域
に
敷
設
ぜ
ら
れ
六
の
が
播
態
勢
道
で
あ
る
。
浩

　
線
に
亭
々
凡
々
な
電
こ
ろ
で
見
る
べ
き
も
の
に
一

　
つ
も
な
か
つ
表
。

四
、
嬉
野
も
今
日
に
悲
し
き
露
螢
哉
。
播
実
説
道
で

　
軽
羅
准
通
つ
糞
蒔
に
思
び
出
し
実
こ
定
に
、
こ
の

　
附
近
に
青
野
ヶ
原
や
、
嬉
野
が
あ
っ
て
演
脅
後
に

　
露
辞
し
六
こ
ビ
が
あ
ろ
。
誰
れ
か
ゴ
「
嬉
野
も
今

　
日
ば
懸
し
き
思
慮
哉
」
ミ
い
つ
敦
の
も
二
十
蝕
年

　
の
昔
ビ
な
つ
六
〇

五
、
加
吉
画
家
陸
橋
脚
に
衝
突
。
加
古
川
騒
牌
助
役

　
の
案
内
で
、
高
砂
行
き
の
汽
動
車
に
乗
ら
ん
ε
し

　
て
、
煙
の
爲
め
寸
前
な
見
ろ
こ
霊
能
に
す
、
陸
橋

　
脚
に
頭
た
打
ち
つ
け
痛
か
つ
象
。
淋
さ
ま
の
後
に

　
つ
い
て
行
っ
て
居
つ
六
の
で
、
僅
か
の
負
傷
で
す

　
ん
だ
の
ば
不
幸
申
の
幸
で
あ
っ
れ
。

六
、
高
砂
、
尾
上
の
相
生
の
松
O
加
古
川
騨
か
ら
汽

　
動
車
で
高
砂
に
向
ひ
、
尾
上
で
下
車
相
生
の
松
為

　
見
物
し
、
徒
歩
で
高
砂
に
行
っ
て
勤
高
砂
や
…
…

浦
舶
に
帆
た
あ
げ
て
…
…
の
高
砂
浦
や
、
相
生
の
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松
欝
欝
て
引
受
し
糞
Q

七
、
上
弦
の
・
月
Q
窓
か
ら
眺
む
ろ
亡
上
弦
の
月
匡
絞

　
々
ぜ
し
て
居
糞
。
紳
氏
方
で
夕
食
の
馳
走
に
な
つ

　
て
、
午
後
入
時
十
一
分
加
古
川
獲
、
同
十
一
時
十

　
五
分
岡
山
着
Q
直
ち
に
痛
感
し
糞
。

入
、
岡
山
の
天
。
二
十
五
日
ば
山
口
で
雨
に
濡
れ
、

　
二
十
六
日
に
雨
の
鳥
取
に
着
き
、
二
十
七
日
目
雨

　
中
に
汽
車
自
走
ら
ぜ
、
二
十
ケ
日
ば
晴
天
で
あ
っ

　
象
が
夕
刻
か
ら
曇
り
、
二
十
九
日
に
に
雨
中
た
冒

　
し
て
福
知
山
で
活
動
見
物
に
出
掛
け
、
快
晴
の
夜

　
に
一
度
も
な
か
つ
カ
の
に
、
岡
山
に
赤
れ
ば
快
晴

　
六
等
星
迄
ば
ハ
ツ
キ
リ
ビ
登
る
芝
が
出
解
る
。
聞

　
げ
ば
二
十
五
日
青
煮
、
二
十
九
日
雨
で
二
十
六
、

　
七
、
八
日
に
よ
く
晴
れ
て
居
職
蜜
の
こ
亡
。
由
陰

　
京
都
地
方
に
比
し
て
岡
山
附
近
の
底
冷
の
よ
い
こ

　
電
は
、
一
週
間
の
問
で
さ
へ
右
の
通
り
で
あ
る
。

九
、
岡
山
天
丈
墓
。
岡
山
に
一
大
天
茎
二
手
設
置
し

　
鋭
い
定
い
ふ
ご
亡
に
、
去
大
正
十
年
か
ら
、
天
丈

　
同
好
會
で
叫
ん
で
居
ろ
こ
定
で
あ
ろ
。
先
年
京

　
都
天
丈
肇
中
村
要
氏
が
來
岡
さ
れ
六
時
に
も
、

　
京
都
で
四
丁
墓
蓮
鏡
が
な
す
仕
事
た
、
岡
山
で
に

　
三
吋
望
遠
鏡
で
十
分
だ
ε
云
っ
て
居
ら
れ
糞
。
岡

　
山
測
候
所
で
魏
測
さ
れ
れ
天
氣
日
数
、
三
十
ケ
年

　
の
定
置
に
よ
る
ビ
ー
ケ
年
間
の
中
、
晴
天
が
二
百

　
二
日
四
分
、
晴
天
で
少
雨
雪
、
三
十
日
七
分
、
爾

方
奄
合
し
て
百
分
傘
た
出
す
ミ
六
＋
三
、
入
六
電

　
な
っ
て
三
分
の
二
に
天
農
為
観
測
す
ろ
こ
ε
た
得

　
る
の
で
あ
る
。
風
稔
か
な
こ
定
も
内
地
で
に
其
の

　
比
勘
く
、
森
現
測
候
所
長
の
談
に
よ
う
定
書
間

　
曇
雨
天
の
時
も
夜
分
に
晴
天
書
な
ろ
こ
ぜ
多
く
且

　
つ
霧
の
如
き
に
一
ケ
年
中
に
十
二
、
三
回
あ
る
の

　
み
で
、
實
に
理
想
的
の
天
丈
豪
の
位
置
で
あ
る
亡

話
さ
れ
穴
。
官
公
立
の
天
文
璽
の
設
置
た
待
糞
す

　
し
て
、
天
際
同
好
會
で
一
つ
小
規
模
の
も
の
た
設

　
け
誰
人
で
も
自
由
に
観
測
が
出
与
る
様
な
も
の
に

　
し
糞
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
理
想
的
な
薪
式
の
大

　
天
集
塵
に
官
立
で
、
太
陽
の
齪
測
為
主
定
し
雲
も

　
の
，
が
望
ま
し
い
の
で
あ
ろ
。

　
　
　
　
む
　
す
　
び

　
余
に
族
行
好
き
で
あ
る
Q
度
々
の
族
行
に
大
抵
豫

定
の
通
り
た
實
愛
し
て
罵
れ
の
で
あ
る
が
、
今
度
の

前
後
一
週
間
に
亙
る
諸
行
、
日
激
に
短
か
つ
乳
が
豫

想
以
上
に
見
・
聞
か
廣
め
、
到
る
昼
」
こ
ろ
で
徽
待
さ

れ
、
愉
快
に
族
行
為
綾
け
六
こ
定
常
永
く
一
心
に

銘
す
る
こ
ミ
為
得
れ
の
で
あ
ろ
。
　
　
（
々
上
り
）

　
　
　
　
㊧
蓮
　
　
信

　
久
し
く
御
無
沙
汰
い
害
し
ま
し
六
本
月
二
日
に
當

壷
屋
市
に
塗
り
其
後
南
部
た
巡
り
内
地
で
匡
見
ら
れ

ぬ
珍
ら
し
い
風
物
に
数
々
接
し
愉
快
な
去
行
か
捌
け

ま
し
表
。

　
恰
度
高
雄
の
埠
頭
た
歩
い
て
ゐ
六
時
で
す
正
十
二

蒔
で
港
内
の
汽
船
は
一
二
に
汽
笛
准
な
ら
し
ま
し

象
。
賠
の
記
念
日
で
あ
っ
六
の
で
す
。
自
分
の
影
に

全
く
爾
足
の
下
に
投
じ
糞
や
う
で
し
宏
。

　
嘉
義
騨
に
近
い
北
回
麟
線
標
も
見
ま
し
歪
。
昨
夕

の
墓
潜
日
々
に
見
元
了
畏
の
談
超
し
て
こ
れ
に
關
す

る
お
話
が
の
ゼ
て
あ
り
ま
し
六
〇

「
此
の
標
塔
に
唯
々
墓
薩
名
所
の
「
つ
に
数
へ
ら
れ

る
の
み
で
な
く
實
に
世
界
唯
一
の
回
婦
線
標
ピ
し
て

我
墓
濁
の
誇
り
で
あ
る
。
こ
れ
な
最
初
に
建
設
し
糞

の
匡
明
治
四
十
一
年
の
十
月
で
本
島
の
縦
貫
黒
道
全

通
式
の
際
に
夏
至
線
の
通
過
地
織
た
一
般
公
衆
に
示

さ
ん
が
爲
に
建
て
糞
の
で
あ
っ
糞
Q
熱
帯
温
帯
の
境

界
定
も
云
へ
ば
云
へ
な
い
こ
ミ
ば
な
い
が
氣
象
の
上

か
ら
ば
必
ず
し
も
此
の
線
か
遅
駆
の
境
界
ビ
ば
限
ら

な
い
か
ら
そ
の
爲
の
標
塔
亡
ば
云
は
な
い
方
が
よ
い

ヒ
思
ふ
。
其
後
暴
風
の
災
に
遇
っ
て
破
損
し
象
の
で

大
正
三
年
に
改
築
し
更
に
大
正
十
三
年
の
春
に
第
三

代
目
の
改
築
ε
な
り
圖
に
見
る
通
り
堂
々
糞
う
も
の

で
あ
る
。

　
太
陽
に
愈
々
明
日
に
こ
」
に
渇
し
此
の
標
塔
た
直

上
か
ら
照
ら
す
の
が
午
前
十
一
時
玉
十
八
分
過
ぎ
亡

な
る
。

　
こ
れ
為
最
北
地
鮎
定
し
て
明
後
日
か
ら
南
の
方
へ

回
り
帰
る
の
で
あ
ろ
Q
併
し
地
球
上
に
描
く
太
陽
の

行
路
匡
螺
旋
歌
で
あ
ろ
か
ら
正
確
に
云
へ
ば
本
年
の

太
陽
行
路
の
最
北
端
ば
乱
声
で
に
な
く
太
亭
洋
の
眞

中
に
h
乙
甲
っ
て
一
、
卸
量
濁
の
午
前
山
口
時
五
十
分
蜜
い
ふ
時

で
あ
る
Q
そ
れ
に
し
て
も
一
暦
精
密
に
之
な
測
定
す

う
な
ら
ば
北
回
二
線
ば
毎
年
同
一
の
所
に
あ
る
の
で

に
な
い
。
今
で
に
少
し
つ
つ
雨
の
方
へ
寄
っ
て
み
る

が
そ
れ
ば
極
め
て
僅
か
で
四
年
経
っ
て
も
叫
分
亡
に

蓮
ば
な
い
」
o
云
々

　
當
峯
北
市
で
ば
唯
今
始
政
三
十
年
記
念
展
萱
曾
が

催
さ
れ
極
め
て
賑
か
で
す
。
書
ば
暑
い
で
す
が
夜
ば

極
め
て
冷
し
く
蒸
暑
い
や
う
な
事
に
あ
り
ま
ぜ
ん
。

南
天
の
星
座
も
美
し
く
雄
大
な
蝸
座
も
中
天
高
く
這

・
つ
て
ゐ
ま
す
O
α
セ
ン
タ
ウ
ル
ス
星
画
も
地
挙
綿
…
低
く

輝
き
ま
す
。
常
夏
の
國
で
に
夜
ビ
聲
虐
は
珊
世
界
な

の
で
ぜ
う
。

　
山
ハ
月
二
十
二
日

　
　
　
太
陽
の
北
圖
暗
線
標
に
達
す
る
一
時
間
前

　
　
　
　
　
　
　
　
豪
北
市
鯉
口
町
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
良
三
拝

山
指
先
生
侍
皮

三
五


